
令 和 元 年 ８ 月 記 者 懇 談 会

日時 令和元年８月２６日（月）

午後２時

場所 政策会議室

１ 市長あいさつ

２ 市政記者クラブからの質問事項 （幹事社 東愛知）

なし

３ 市からの発表事項

（１）災害時におけるユニットハウス等の設置等に関する協定締結について

（防災対策課）

（２）令和元年新城市議会 9月定例会提出議案について （行政課・財政課）

４ その他

資料提供・情報提供

（１）平成 30 年度決算状況（決算カード）について （財政課）

（２）令和元年度新城市功労者表彰式の開催について （秘書人事課）

（３）令和元年度地域意見交換会の開催について （秘書人事課）

５ 行事予定表

次回開催日 9月 26日（木）午前 10時 30分



報 道 機 関 発 表 資 料 

（新城市） 

提出日 令和元年８月２６日 

担当課・室 行政課 

担当職・氏名 課長 阿部 和弘 

連絡先（電話） （0536）23-7611 

連絡先（FAX） （0536）23-2002 

  （ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ） gyousei@city.shinshiro.lg.jp 

 

件名 令和元年新城市議会９月定例会提出議案 

 

内容 

 

 令和元年新城市議会９月定例会に提出する議案は、次のとおりです。 

 

○ 報告を行うもの ７件（報告第７号～報告第１３号） 

○ 条例の制定・改廃に関するもの ２１件（第１９号議案～第３９号議案） 

○ 予算に関するもの ４件（第１８号議案・第４０号議案～第４２号議案） 

○ 決算に関するもの ２４件（第４３号議案～第６６号議案） 

○ 工事請負契約に関するもの ３件（第６７号議案～第６９号議案） 

○ 財産の処分に関するもの １件（第７０号議案） 

○ 人事に関するもの ９件（第７１号議案～第７９号議案） 

 

 ※ 各議案の内容は、別冊のとおりです。 



報 道 機 関 発 表 資 料 

（新城市） 

提出日 令和元年 ８月２６日 

担当課・室 防災対策課  

担当職・氏名 課長 小林 義明 

連絡先（電話） （0536）23-7660 

連絡先（FAX） （0536）23-8920 

（ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ） bosai@city.shinshiro.lg.jp 

 

件名 災害時におけるユニットハウス等の設置等に関する協定締結について 

 
■概要 
近年の全国で発生している大規模災害では、市町村庁舎が被災し機能不全となることもあり、一時

的にテントなどで屋外に活動拠点（災害対策本部のみならず、医療救護所、遺体安置所、ボランティ
アセンターなど）を設ける事態が発生している。また、大規模災害時には災害支援物資保管場所とな
る建物の不足などが想定される。 

 そこで、これら想定される事態への対応策として、株式会社システムハウスアールアンドシー新城
工場と協定を締結し、大規模災害時に優先してユニットハウス等の供給を受けられる体制を構築する。 
 なお、仮設住宅に関しては各都道府県と一般社団法人プレハブ建築協会（株式会社システムハウス
アールアンドシーも加入）との間で調整が行われており、本協定に仮設住宅に係る事項を盛り込むこ
とはできないため、仮設住宅以外を使途とするユニットハウス等の設置等に関する協定とする。 
 
■詳細 
１ 協定締結者  愛知県新城市字東入船１１５番地 新城市長 穂積 亮次 

愛知県新城市庭野字南植田 3番地  

株式会社システムハウスアールアンドシー新城工場 工場長 彦坂 茂樹 

 

２ 協定締結日  令和元年９月２５日 

 

３ 主な協力内容 

新城市が次に掲げるものを設置しようとするときは、株式会社システムハウスアールアンドシー
新城工場に設置を要請することができるものとする。 

（１） 仮設庁舎 

（２） 仮設災害対策本部 

（３） 仮設応急救護所 

（４） 災害活動拠点事務所 

（５） 仮設議場 

（６） 支援・救援物資等集積所 

（７） 仮設遺体安置所 

（８） その他甲が必要とする災害復旧支援施設 

 

４ 協定締結式 

・日時 令和元年９月２５日（水）午後２時００分～  

・場所 市役所３階政策会議室 

報 道 解 禁 

令和元年９月２５日 

午後２：００～ 

mailto:bosai@city.shinshiro.lg.jp


報 道 機 関 発 表 資 料
（新城市）

内容

○ 「平成３０年度決算状況（決算カード）」は、平成３０年度決算統計の集計結果に基づき、歳入・歳

出決算額及び各種財政指標等の状況について１枚に取りまとめたものです。

なお、この決算状況は普通会計で作成したものです。（普通会計とは、一般会計と特別会計のうち公

営事業会計（上水道・下水道等の公営企業会計及び国民健康保険事業特別会計等）以外の会計を統合

して一つの会計としてまとめたものですが、新城市の場合は、平成２８年度決算から一般会計のみと

なっています。）

・実質公債費比率…5.6%→5.6%（±0%）
・将来負担比率…33.2%→45.8%（＋12.6%）
・積立金現在高…7,313,817千円→6,312,373千円（△1,001,444千円）
・地方債現在高…25,413,453千円→27,922,725千円（＋2,509,272千円）
・経常一般財源等総額…13,956,088千円→14,018,497千円（＋62,409千円）
・経常収支比率…89.7%→90.9%（＋1.2%）

（特徴）

１ 歳入…26,102,463千円 前年度比＋1,838,844千円（＋7.6%）
○ 増額要因

・地 方 債…前年度比＋902,700千円（＋23.7%）
・繰 入 金…前年度比＋779,628千円（＋322.5%）
・諸 収 入…前年度比＋409,034千円（＋57.4%）
○ 減額要因

・国庫支出金…前年度比△283,270千円（△15.5%）
・使 用 料…前年度比△54,644千円（△18.0%）

２ 歳出…25,154,265千円 前年度比＋1,809,956千円（＋7.8%）
○ 増額要因

・し尿等下水道投入施設整備事業＋717,361千円、庁内ＬＡＮ管理事業＋445,238千円、
新城駅南地区整備事業＋331,175千円、クリーンセンター整備事業＋128,736千円

○ 減額要因

・放課後児童クラブ整備事業△254,777千円、市道八束穂１号線（Ⅱ工区）△183,050千円、
新城市基本図作成事業△133,488千円、市道八束穂県社線（Ⅱ工区）△116,662千円

提出日 令和 元年 ８月２６日

担当課・室 総務部 財政課

担当職・氏名 課長 佐藤 浩章

連絡先（電話） （0536）23-7616
連絡先（FAX） （0536）23-2002

（ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ） zaisei@city.shinshiro.lg.jp

件名 平成３０年度決算状況（決算カード）について



報 道 機 関 発 表 資 料
【用語の解説】

○ 標 準 財 政 規 模 ･･･標準的に収入が見込まれる地方税、地方交付税をはじめとした一般財源の規模を示

す指標。地方公共団体が通常水準の行政サービスを提供する上で必要な一般財源の

目安となる数値で、財政分析や財政運営の指標算出のためなどに広く利用される。

○ 実 質 赤 字 比 率 ･･･一般会計や一部の特別会計（普通会計）について、歳出に対する歳入の不足額（いわ

ゆる赤字額）を標準財政規模で除したもの。

一般会計等の実質赤字額

実質赤字比率 ＝

標準財政規模

○連結実質赤字比率･･･企業会計を含めた全ての会計の赤字額と黒字額を合算し、地方公共団体全体としての

歳出に対する歳入の不足額を標準財政規模で除したもの。

連結実質赤字額

連結実質赤字比率 ＝

標準財政規模

○実質公債費比率･･･一般会計等の支出のうち、公債費（市債の償還金）や公債費に準じた経費をその団体

の標準財政規模を基本とした額で除したものの 3ヵ年間の平均値。

（地方債の元利償還金＋準元利償還金）－

（特定財源＋元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）

実質公債費比率 ＝

（3ヵ年平均） 標準財政規模－（元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）

○ 将 来 負 担 比 率 ･･･市債残高をはじめ、一般会計等が将来的に負担することになっている実質的な負債額

（将来負担額）を把握し、この将来負担額から負債の償還に充てることができる基

金等を控除の上、その団体の標準財政規模を基本とした額で除したもの。

将来負担額－（充当可能基金額＋特定財源見込額＋地方債現在高等に係る基準財政需

要額算入見込額）

将来負担比率 ＝

標準財政規模－（元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）

○ 経 常 収 支 比 率 ･･･地方公共団体の財政構造の弾力性を表しており、人件費、扶助費、公債費などの経常

的な経費に、地方税、普通交付税、地方譲与税などの経常的な収入がどの程度充当さ

れているかを示す指標。
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決　算　状　況

27 年                  人

22 年
   

人
((31))．１．１ 世帯

人
 [30]．１．１ 世帯

千円

千円

千円

　標準財政規模 千円

ア イ

イ－ア ％

 設立の  有   ・   無
％

 設立年月日

千円
 債務保証額　　　千円

千円

千円

千円

千円

将来負担比率

( ) 人 ( ( ) 円

( 18人 )

千円　

千円　

世帯　

人　

円　

円　

円　

（注）（30）は調査年度  ［29］は調査前年度  ((31))は調査次年度を記入。

平 成（ ）年度 市町村名 新城市 232211 Ⅰ－０

          種地

所 在 地 愛知県新城市字東入船１１５番地 Ⅰ－２

区          分 人    口 面    積 人口密度

k㎡    人／k㎡          人
国 （  27年10月 1日  ) 47,133 499.23 94.4 9,345          人          人          人

  人 k㎡    人／k㎡          人 2,066 9,096 12,831
（  22年10月 1日  ) 49,864 499.00 99.9 9,975          ％          ％          ％

調            ％            ％        ％          ％ 8.6 37.9 53.5
増　　加　　率 △ 5.5 0.0 △ 5.5 △ 6.3          人          人          人

46,761 2,217 10,196 13,067
         ％          ％          ％

17,681 8.7 40 51.3
47,354

平成17年10月1日
17,603

千円 千円
中 部
（ 都 市 開 発 ）

千円 千円
旧 工 特

千円 千円 市 町 村 圏

山 振

千円 千円 14,333,750

千円 千円 指 数 表 選 定

千円 千円
353,141

千円 千円

昭和48年11月30日
千円 千円

4,000,000
千円 千円

千円 千円

交 通 災 害

実質赤字比率 － － 後 期 高 齢 者 医 療

東 三 河 広 域 連 合
連結実質赤字比率 － －

5.6 5.6 

(5.6) (5.5)

33.2 45.8 特    別    職    等

区      分 改定実施年月日 １人当り平均給料(報酬)月額

312 94,006 )千円 301,301 円

644 185,472 288,000

16 4,346 271,625 H17.10.1 775,000

147 41,763 284,102 H17.10.1 680,000

5 1,901 380,200 H17.10.1 489,000

0 0 0 H17.10.1 409,000

合      計 649 187,373 288,710 H17.10.1 372,000

事  業  名 収    支    額 職員数

千円            千円        人
有 △ 440,698 510,630 16 79,452

有 △ 3,681 0 1 344,730

一部有 176,754 994,144 211 6,400

無 79,452 344,730 9 10,414

無 3,706 33,551 10 159,830

無 0 0 0 98,225

無 0 0 0 358,340

無 0 21,097 9

有 △ 171,513 215,780 8

有 1,762 118,381 2

有 △ 249 0 0

無 666 2,858 0

無 7,524 655,652 3

コ ー ド
番    号 市町村類型

(30) 年度交付税
種地区分

人口集中
地区人口

産     業     構     造

区    分 第 １ 次 第 ２ 次 第 ３ 次

就 27年

業 国調

人 22年
住

民

基

本

台

帳

40.10.1以降
の合併状況

　H17.10.1 合併
　新城市、鳳来町、作手村 口 国調

市町村制施行
年   月   日

区    　　  分 平成［29］年度 平成(30)年度 区        分 指    数    等 指定団体等の状況

１ 歳入総額 Ａ 24,263,619 26,102,463 　基準財政需要額 11,280,011

２ 歳出総額 Ｂ 23,344,309 25,154,265 　基準財政収入額 6,450,721

３
歳入歳出差引額
Ａ－Ｂ

Ｃ 919,310 948,198 　標準税収入額等 8,218,427

４
翌年度へ繰り越す
べき財源

Ｄ 421,790 97,537 過 疎
うち臨財債発行可能額 948,438 千円

５
実質収支
Ｃ－Ｄ

Ｅ 497,520 850,661
　財 政 力 指 数
　(　)内は単年度

0.58
(0.57)

土 地 開 発 公 社

６ 単年度収支 Ｆ △ 297,663 　実質収支比率 5.9

７
積立金
（財調）

Ｇ 4,526 3,672 　公 債 費 比 率 3.4

８ 繰上償還金 Ｈ 0 0
積立金現在高 ( 財調、
減債基金､特定目的基金)

6,312,373

９
積立金取崩額
（財調）

Ｉ 0 452,272 　地方債現在高 27,922,725 事 務 の 共 同
処 理 の 状 況

10
実質単年度収支
Ｆ＋Ｇ＋Ｈ－Ｉ

Ｊ △ 293,137 △ 95,459 　債務負担行為額 690,635

　収益事業収入額 0

　土地開発基金 600,000

実質公債費比率
( )内は単年度

区    分
職員数 A

(H30.4.1現在)

給料月額 B
（Ｈ30.4.1現在）

1人当り支給月額 B/A

(  )は一般行政職
　一 般 職 員

　市　　長 H17.10.1 925,000

　うち技能労務職 　副 市 長

　うち消防職員 　教 育 長

　教育公務員 　議会議長

　臨時職員 　議会副議長

　議会議員

法適用
の有無

普通会計からの
繰    入    額

区     　　 分 国  保  会  計

 上 水 道 収　　支　　額

 工業用水道
普通会計からの
繰　　入　　額

 病    院 加 入 世 帯 数

 国民健康保険 被 保 険 者 数

 国民健康保険
 診療所

一 世 帯 当 り
保険税調定額

 介護保険
被保険者一人当
り保険税調定額

 介護サービス
 （老人デイ）

被保険者一人当
り　　費　　用

 介護サービス
 （訪問看護）

 公共下水道

 農業集落排水

 地域下水道

 宅地造成

 後期高齢者医療

健
全
化
判
断
比
率

公

営

事

業

の

状

況



％ ％

49.8 19.8 27.1

1.8 13.6 17.9

0.1 10.9 7.4

0.2 9.3 15.4

0.2 内 9.3 15.4

6.3 訳 0.0 0.0

0.5 40.0 49.9

0.0 17.3 16.8

1.0 0.6 0.9

0.2 13.9 16.9

36.9 0.1 0.0

36.9 2.9 2.2

0.0 4.2 4.2

0.0 0.0 0.0

97.0

0.1 21.0

0.0 0.8 ％

0.3 内 20.6

0.0 2.2

0.0 18.2 ％

0.0 訳 0.2

0.0 0.0 千円

0.1 0.4

0.0 0.0 千円

0.0 ラスパイレス指数

0.0 98.3 

2.5

0.0

100.0 100.0

 1.0

19.8

25.1

内 16.5

0.3

4.5

4.2

訳 6.5

6.4

6.0

0.4

9.3

内 0.0

0.0

訳

100.0

円

個 円 円 % 28.4 % %

円 円 16.0

人 円 円

9.7 / 100 円

分 1.40 / 100 円 20.2

市 町 村 名 新城市 類    型 Ⅰ－０ 指 定 金 融 機 関 名 ㈱三菱ＵＦＪ銀行新城支店

歳                            入 性      質      別      歳      出

区      分 決 算 額 構成比 経常一般財源等K Kの構成比 区        分 決　算　額 構成比 一般財源等 経常一般財源等 経常収支比率

千円 千円 千円 ％ 千円 千円 ％

 地　方　税 7,241,744 27.7 6,980,096  人　　件　　費 4,980,860 4,387,172 4,049,688

 地 方 譲 与 税 252,886 1.0 252,886  うち　職　員　給 3,432,323 2,878,338 2,678,012

 利子割交付金 12,267 0.1 12,267  扶　　助　　費 2,752,047 1,114,476 1,110,998

 配当割交付金 34,888 0.1 34,888  公　　債　　費 2,340,286 2,309,029 2,309,029

 株式等譲渡所得割交付金 26,271 0.1 26,271  元 利 償 還 金 2,340,286 2,309,029 2,309,029

 地方消費税交付金 882,309 3.4 882,309  一時借入金利子 0 0 0

 ゴルフ場利用税交付金 67,386 0.3 67,386 小          計 10,073,193 7,810,677 7,469,715

 特別地方消費税交付金 0 0.0 0  物　　件　　費 4,344,563 3,260,451 2,510,403

 軽油･自動車取得税交付金 146,156 0.6 146,156  維　持　補　修　費 165,491 137,914 136,995

 地方特例交付金 30,807 0.1 30,807  補　助　費　等 3,493,887 3,151,171 2,529,695

 地 方 交 付 税 5,827,959 22.3 5,166,885  積　　立　　金 18,722 1,957 0

 普 通 交 付 税 5,166,885 19.8 5,166,885  投資及び出資金･貸付金 721,919 698,919 330,000

 特 別 交 付 税 661,074 2.5 0  繰　　出　　金 1,057,928 797,460 628,181

震災復興特別交付税 0 0.0 0  前 年 度 繰 上 充 用 金 0 0 0

小      計 14,522,673 55.7 13,599,951

 交通安全対策特別交付金 7,962 0.0 7,962  投　資　的　経　費 5,278,562 864,169 経常収支比率

 分担金及び負担金 474,796 1.8 0  うち　人　件　費 196,646 196,597 90.9 

 使　用　料 248,588 1.0 43,471 普通建設事業費 5,182,633 846,666

 手　数　料 104,891 0.4 0  補　  助 555,855 44,214

 国庫支出金 1,549,351 5.9 0  単　  独 4,585,015 778,389 97.1 

 国有提供施設等交付金 0 0.0 0  県営事業負担金 41,763 24,063 経常経費充当一般財源等

 県 支 出 金 1,312,196 5.0 0  同級他団体 0 0 13,604,989

 財 産 収 入 94,375 0.4 12,000  災害復旧事業費 95,929 17,503 一般財源等総額

 寄  附  金 16,753 0.1 0  失業対策事業費 0 0 17,670,916

 繰  入  金 1,021,395 3.9 0

 繰  越  金 919,310 3.5 0 H30.4.1現在

 諸  収  入 1,121,773 4.3 355,113

 地  方  債 4,708,400 18.0 0

合      計 26,102,463 100.0 14,018,497 合　　　　　計 25,154,265 16,722,718

市　　　町　　　村　　　民　　　税 目    的    別    歳    出

基 準      100 超 過 課 税 分

区        分 決  算  額 構 成 比 増 減 率   ×　 ── 区      分 決  算  額 構成比 一 般 財 源 等

税 額       75 収  入  済  額

千円 ％ ％ 千円 千円           千円 ％            千円

 普　　　通　　　税 6,959,791 96.1 △ 0.2 6,968,317 0  議 　会 　費 259,756 199,793

 市町村  個人分 2,305,467 31.8 △ 0.3 2,455,316 0  総 　務 　費 4,978,853 2,766,119

 民  税  法人分 545,900 7.5 8.0 464,897 0  民 　生 　費 6,307,499 4,106,398

 固 定 資 産 税 3,704,072 51.2 △ 1.3 3,643,885 0  衛 　生 　費 4,148,978 2,792,254

 軽 自 動 車 税 153,234 2.1 3.5 153,628 0  労 　働 　費 85,094 83,647

 市町村たばこ税 251,118 3.5 △ 1.5 250,591 0  農林水産業費 1,129,496 559,511

 鉱   産   税 0 0.0 0.0 0 0  商 　工 　費 1,049,444 759,361

 特別土地保有税 0 0.0 0.0 0 0  土 　木　 費 1,650,861 832,591

 法定外普通税 0 0.0 0.0 0 0  消 　防 　費 1,605,772 890,827

0.0  教 　育 　費 1,502,297 1,405,685

 目　　　的　　　税 281,953 3.9 △ 4.2 0  災 害 復 旧 費 95,929 17,503

 入 　湯　 税 20,306 0.3 △ 8.5 0  公 　債 　費 2,340,286 2,309,029

 事  業  所  税 0 0.0 0.0 0  諸 支 出 金 0 0

 都 市 計 画 税 261,647 3.6 △ 3.8 0  前年度繰上充用金 0 0

 水 利 地 益 税 等 0 0.0 0.0 0

 旧法による税 0 0.0 0.0 0

合        計 7,241,744 100.0 △ 0.4 6,968,317 0 合      計 25,154,265 16,722,718

　　　　　　　　　　　　　　　適   用   税   率   の   状   況

(4号) 150,000

市 均 等 割 3,500 円 (1号) 50,000 (5号) 160,000  市町村民税 99.0 97.1

町 標準税率に 均 等 割 (2号) 120,000 (6号) 400,000  純固定資産税 99.2 95.9

村 所 得 割 対する比率 (3号) 130,000 (7号) 410,000

民 1.00 法人税割 (8号) 1,750,000

税 固 定 資 産 税 (9号) 3,000,000 合計(税全体) 99.1 96.5

減収補てん債特例分及び臨時財
政対策債を経常一般財源等から
除いた経常収支比率

区      分 現 　 年
課 税 分

滞　納
繰越分

合　　　　計

市
町
村
民
税

法

人

分

徴

収

率



報 道 機 関 発 表 資 料

（新城市）

内容

市では市民福祉の向上または市政の振興に寄与し、その功績が顕著な者に対し、新城市功

労者表彰条例に基づき、「令和元年度新城市功労者表彰式」を下記のとおり開催します。

なお、教育学術、文化やスポーツなどの振興発展に貢献された教育委員会表彰も同時に開

催します。

記

１ 日 時 令和元年９月２８日（土）午前１０時から

２ 場 所 新城市役所 ４階会議室

３ 表彰者等 別紙のとおり（３２名及び４団体）

新城市功労者表彰条例に基づく表彰 １名及び１団体（写真添付）

新城市教育委員会表彰規則に基づく表彰 １１名

新城市感謝状贈呈要綱に基づく感謝状贈呈 ２０名及び３団体

４ 式典内容 別添プログラムのとおり

【市功労者表彰】

問合せ 新城市秘書人事課（秘書係）牧野

電 話 0536-23-7618
メール hishojinji@city.shinshiro.lg.jp

【教育委員会表彰】

問合せ 教育委員会教育総務課 佐藤

電 話 0536-23-7633
メール shinky@city.shinshiro.lg.jp

提出日 令和元年８月２６日

担当課・室 秘書人事課

担当職・氏名 課長 鈴木隆司

連絡先（電話） （0536）23-7618
連絡先（FAX） （0536）23-2002

（ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ） hishojinji@city.shinshiro.lg.jp

件名 令和元年度新城市功労者表彰式の開催について

mailto:hishojinji@city.shinshiro.lg.jp
mailto:shinky@city.shinshiro.lg.jp


別 紙

令和元年度 新城市功労者表彰式受賞者

１ 新城市功労者表彰条例に基づく表彰

敬称略・規則号順

氏 名

（Ｒ1.9.28年齢・設立）
住 所 表 彰 功 績

菅野 美津雄
すがの み つ お

（73歳）

吉 川 公益功労
行政相談委員として12年在職し、市民と行政の架け橋と

して貢献された。

新城市国際交流 協会
しんしろしこくさいこうりゅうきょうかい

（27年）

－ 公益功労
国際交流事業に尽力され、ニューキャッスル・アライアン

ス交流事業に大きく貢献されている。

新城市国際交流協会

会長 本多 克弘 氏菅野 美津雄 氏



２ 新城市教育委員会表彰規則に基づく表彰

敬称略・規則号順

氏 名

（Ｒ1.9.28年齢・設立）
住所 功 績

藤木 悦子
ふじき えつこ

（65歳）

静岡県

浜松市

多年にわたり、新城市立鳳来西小学校などの学校歯科医として学校衛生に

携わり、子どもたちの健康維持に寄与されている。

本田 登美子
ほんだ と み こ

（74歳）

富 永
多年にわたり、新城市立東郷西小学校などの学校薬剤師として学校衛生に

携わり、子どもたちの健康維持に寄与されている。

荒川 秀子
あらかわ ひでこ

（66歳）

市 川
多年にわたり、新城市立東陽小学校などの学校薬剤師として学校衛生に携

わり、子どもたちの健康維持に寄与されている。

内山 敏彦
うちやま としひこ

（72歳）

京都府

宇治市

多年にわたり、新城市立新城小学校において「食育特別授業」など実施

し、子どもたちや保護者の食育に寄与されている。

岡山 嘉英
おかやま よし え

（60歳）

豊 栄
多年にわたり、家庭・地域教育推進委員として、社会教育の充実に尽力さ

れている。

加藤 芳夫
かとう よしお

（70歳）

片 山
多年にわたり、新城市文化事業運営委員会委員として、文化振興に尽力さ

れている。

原田 鈴子
はらだ すずこ

（93歳）

沖 野
多年にわたり、新城市民文化講座運営委員として、文化振興に尽力されて

いる。

島 浩男
しま ひろお

（75歳）

作手大和田

多年にわたり、新城市スポーツ推進委員、新城市体育指導委員協議会副会

長、東三河体育指導委員協議会理事として、スポーツ振興と発展に尽力さ

れた。

大久保 あをい
お お く ぼ

（45歳）

市場台
2018年開催「第73回国民体育大会（福井しあわせ元気国体2018）」弓道

大会・成年女子近的の部において、チームに貢献し優勝された。

大谷 友哉
おおたに ゆう や

（16歳）

豊川市

2018年フィリピン開催「第3回ユースオリンピック競技大会」アジア大陸

別代表選手選考会・日本代表選手選考会で3位となり、世界大会へ出場さ

れた。

竹川 佳克
たけかわ よしかつ

（51歳）

東沖野

2018年開催「第23回ジャパンクラシックマスターズパワーリフティング選

手権大会」で優勝し、2019年スウェーデン開催「世界クラシックパワーリ

フティング選手権大会」Ｍ2（50歳代）66キロ級部門で世界大会へ出場さ

れた。



３ 新城市感謝状贈呈要綱に基づく感謝状贈呈

敬称略・要綱号順

氏 名

（Ｒ1.9.28年齢・設立）
住所 功 績

門 林 恒憲
かどばやし つねのり

（74歳）

副 川 人権擁護委員として9年在職し、人権の擁護や啓発活動に寄与された。

蒔田 登久仲
まきた と く なか

（75歳）

杉 山 民生委員・児童委員として8年在職し、地域福祉に尽力されている。

森藤 好章
もりふじ よしゆき

（74歳）

上平井 民生委員・児童委員として8年在職し、地域福祉に尽力されている。

安形 つね
あがた

（73歳）

庭 野 民生委員・児童委員として8年在職し、地域福祉に尽力されている。

伊藤 嘉枝子
いとう か え こ

（72歳）

的 場 民生委員・児童委員として8年在職し、地域福祉に尽力されている。

菅谷 典史
すがや のりちか

（71歳）

平 井 民生委員・児童委員として8年在職し、地域福祉に尽力されている。

小黒 久美子
おぐろ く み こ

（70歳）

中宇利 民生委員・児童委員として8年在職し、地域福祉に尽力されている。

佐藤 陽子
さとう ようこ

（66歳）

一鍬田 民生委員・児童委員として8年在職し、地域福祉に尽力されている。

小林 隆幸
こばやし たかゆき

（59歳）

豊 栄 民生委員・児童委員として8年在職し、地域福祉に尽力されている。

松井 厚徳
まつい あつのり

（52歳）

宮ノ西 民生委員・児童委員として8年在職し、地域福祉に尽力されている。

打桐 和彦
うちぎり かずひこ

（40歳）

稲 木
多年にわたり、消防団団員を務め、新城市消防団ラッパ分団分団長を歴任し、

消防団活動の強化・充実に尽力された。

原田 健一
はらだ けんいち

（40歳）

作手清岳
多年にわたり、消防団団員を務め、新城市消防団作手南分団分団長を歴任し、

消防団活動の強化・充実に尽力された。



氏 名

（Ｒ1.9.28年齢・設立）
住所 功 績

田中 健司
たなか けんじ

（40歳）

上吉田
多年にわたり、消防団団員を務め、新城市消防団山吉田分団分団長を歴任し、

消防団活動の強化・充実に尽力された。

稲垣 秀行
いながき ひでゆき

（40歳）

長 篠
多年にわたり、消防団団員を務め、新城市消防団鳳来中部分団分団長を歴任

し、消防団活動の強化・充実に尽力された。

鈴木 太
すずき ふとし

（40歳）

大 野
多年にわたり、消防団団員を務め、新城市消防団東陽分団分団長を歴任し、

消防団活動の強化・充実に尽力された。

洞口 剛一
ほらぐち こういち

（39歳）

作手中河内
多年にわたり、消防団団員を務め、新城市消防団作手北分団分団長を歴任し、

消防団活動の強化・充実に尽力された。

池田 和成
いけだ かずなり

（38歳）

副 川
多年にわたり、消防団団員を務め、新城市消防団鳳来寺分団分団長を歴任し、

消防団活動の強化・充実に尽力された。

村松 大輔
むらまつ だいすけ

（38歳）

豊川市
多年にわたり、消防団団員を務め、新城市消防団東郷分団分団長を歴任し、

消防団活動の強化・充実に尽力された。

竹下 泰正
たけした やすまさ

（37歳）

豊 栄
多年にわたり、消防団団員を務め、新城市消防団千郷分団分団長を歴任し、

消防団活動の強化・充実に尽力された。

山﨑 貴道
やまざき たかみち

（37歳）

庭 野
多年にわたり、消防団団員を務め、新城市消防団八名分団分団長を歴任し、

消防団活動の強化・充実に尽力された。

ポコ・ア・ポコ
ぽ こ ・ あ ・ ぽ こ

（11年）

－
長年にわたり、高齢者施設や障害者施設などで音楽ボランティアを行い、高

齢者及び障害者の支援活動に尽力されている。

に じ の 会
かい

（13年）

－
長年にわたり、赤ちゃん訪問や託児等のボランティア活動を行い、母子保健

事業に貢献されている。

新城市健康づくり
し ん し ろ し けんこう

食生活改善協議会
しょくせいかつかいぜんきょうぎかい

（12年）

－
長年にわたり、健康教室の食生活改善指導や各会議等の委員、地域での自主

活動として食事の提供や食育活動に貢献されている。



令和元年度

新 城 市 功 労 者 表 彰 式
日時：令和元年９月２８日（土）

午前１０時から

場所：新城市役所 ４階会議室

式 次 第

１ 開式の言葉

２ 表彰状授与

・新城市功労者表彰

・新城市教育委員会表彰

・新城市感謝状贈呈

３ 市長あいさつ

４ 教育長あいさつ

５ 来賓祝辞

６ 新城市民憲章唱和

７ 新城教育憲章唱和

８ 閉式の言葉

新城市民憲章

わたしたち新城市民は、自らが主役となって元気に住み続けられ、世代のリレーができるまち
しんしろしみん みずから しゅやく げんき す つづ せだい

を目指し、ここに市民憲章を定めます。
め ざ しみんけんしょう さだ

ふるさとを愛し、きれいな水と緑を守ります。
あい みず みどり まも

心身共に健やかに、笑顔あふれるまちを創ります。
しんしんとも すこ えがお つく

学ぶ心を持ち続け、幅広い知識と教養を高めます。
まな こころ も つづ はばひろ ちしき きょうよう たか

互いを思いやり、温かなふれあいの輪を広げます。
たが おも あたた わ ひろ

歴史と伝統を受け継ぎ、未来に誇れる文化を育てます。
れきし でんとう う つ みらい ほこ ぶんか そだ

新城教育憲章

新城教 育は、自然・人・歴史文化の「新城の三宝」を故郷の誇りとし、共に過ごし
しんしろきょういく しぜん ひと れきしぶんか しんしろ さんぽう ふるさと ほこ とも す

共に学び共に育つ「共育」を市民総ぐるみで進めます。そして、命 を尊 び、叡智を磨
とも まな とも そだ ともいく しみんそう すす いのち たっと えいち みが

き心身を鍛え、自他の幸福を築ける人をめざします。また、教 育の普遍的な使命に照ら
しんしん きた じ た こうふく きず ひと きょういく ふへんてき しめい て

し、その中 立 性・継続性・安定性を堅持します。
ちゅうりつせい けいぞくせい あんていせい けんじ

わたしたち新城市民は、
しんしろしみん

１ 命に限りあることを知り、「感動・創造・貢献の喜び」のある人生を創ります。
いのち かぎ し かんどう そうぞう こうけん よろこ じんせい つく

２ 学びや遊びをとおし、知識・技能を習得し感性を磨き、徳と教養を高めます。
まな あそ ちしき ぎのう しゅうとく かんせい みが とく きょうよう たか

３ スポーツ・文化活動をとおし、人の輪を広げ、心と体の健康を養います。
ぶんかかつどう ひと わ ひろ こころ からだ けんこう やしな

４ 子供の人権保護・男女平等・敬老・多文化共生など、「人間尊重」を貫きます。
こども じんけん ほ ご だんじょびょうどう けいろう た ぶ ん かきょうせい にんげんそんちょう つらぬ

５「共育」で、幸せな家庭を築き、近隣・地域に貢献し、絆を強めます。
ともいく しあわ かてい きず きんりん ちいき こうけん きずな つよ

６「新城共育１２」を実践し、良い習慣・マナーを身につけます。
しんしろともいくいいに じっせん よ しゅうかん み

（「新城共育１２」省 略）
しんしろともいくいいに しょうりゃく



令和元年度 新城市功労者表彰式受賞者

１ 新城市功労者表彰条例に基づく表彰 敬称略・規則号順

２ 新城市教育委員会表彰規則に基づく表彰 敬称略・規則号順

３ 新城市感謝状贈呈要綱に基づく感謝状贈呈 敬称略・要綱号順

氏 名 住 所 表 彰 功 績

菅野 美津雄
す が の み つ お

吉 川 公益功労
行政相談委員として12年在職し、市民と行政の架け橋と

して貢献された。

新城市国際交流協会
しんしろし こくさい こうりゅうきょうかい

－ 公益功労
国際交流事業に尽力され、ニューキャッスル・アライア

ンス交流事業に大きく貢献されている。

氏 名 住所 功 績

藤木 悦子
ふ じ き え つ こ 静岡県

浜松市

多年にわたり、新城市立鳳来西小学校などの学校歯科医として学校衛生に携

わり、子どもたちの健康維持に寄与されている。

本田 登美子
ほ ん だ と み こ

富 永
多年にわたり、新城市立東郷西小学校などの学校薬剤師として学校衛生に携

わり、子どもたちの健康維持に寄与されている。

荒川 秀子
あらかわ ひ で こ

市 川
多年にわたり、新城市立東陽小学校などの学校薬剤師として学校衛生に携わ

り、子どもたちの健康維持に寄与されている。

内山 敏彦
うちやま としひこ 京都府

宇治市

多年にわたり、新城市立新城小学校において「食育特別授業」など実施し、

子どもたちや保護者の食育に寄与されている。

岡山 嘉英
おかやま よし え

豊 栄
多年にわたり、家庭・地域教育推進委員として、社会教育の充実に尽力され

ている。

加藤 芳夫
か と う よ し お

片 山
多年にわたり、新城市文化事業運営委員会委員として、文化振興に尽力され

ている。

原田 鈴子
は ら だ す ず こ

沖 野
多年にわたり、新城市民文化講座運営委員として、文化振興に尽力されてい

る。

島 浩男
しま ひ ろ お

作手大和田
多年にわたり、新城市スポーツ推進委員、新城市体育指導委員協議会副会長、

東三河体育指導委員協議会理事として、スポーツ振興と発展に尽力された。

大久保 あをい
お お く ぼ

市場台
2018年開催「第73回国民体育大会（福井しあわせ元気国体2018）」弓道大

会・成年女子近的の部において、チームに貢献し優勝された。

大谷 友哉
おおたに ゆう や

豊川市
2018年フィリピン開催「第3回ユースオリンピック競技大会」アジア大陸別

代表選手選考会・日本代表選手選考会で3位となり、世界大会へ出場された。

竹川 佳克
たけかわ よしかつ

東沖野

2018年開催「第23回ジャパンクラシックマスターズパワーリフティング選

手権大会」で優勝し、2019年スウェーデン開催「世界クラシックパワーリフ

ティング選手権大会」Ｍ2（50歳代）66キロ級部門で世界大会へ出場された。

氏 名 住所 功 績

門林 恒憲
かどばやし つねのり

副 川 人権擁護委員として9年在職し、人権の擁護や啓発活動に寄与された。

蒔田 登久仲
ま き た と く なか

杉 山 民生委員・児童委員として8年在職し、地域福祉に尽力されている。

森藤 好章
もりふじ よしゆき

上平井 民生委員・児童委員として8年在職し、地域福祉に尽力されている。

氏 名 住 所 功 績

安形 つね
あ が た

庭 野 民生委員・児童委員として8年在職し、地域福祉に尽力されている。

伊藤 嘉枝子
い と う か え こ

的 場 民生委員・児童委員として8年在職し、地域福祉に尽力されている。

菅谷 典史
す が や のり ちか

平 井 民生委員・児童委員として8年在職し、地域福祉に尽力されている。

小黒 久美子
お ぐ ろ く み こ

中宇利 民生委員・児童委員として8年在職し、地域福祉に尽力されている。

佐藤 陽子
さ と う よ う こ

一鍬田 民生委員・児童委員として8年在職し、地域福祉に尽力されている。

小林 隆幸
こばやし たかゆき

豊 栄 民生委員・児童委員として8年在職し、地域福祉に尽力されている。

松井 厚徳
ま つ い あつのり

宮ノ西 民生委員・児童委員として8年在職し、地域福祉に尽力されている。

打桐 和彦
うちぎり かずひこ

稲 木
多年にわたり、消防団団員を務め、新城市消防団ラッパ分団分団長を歴任し、

消防団活動の強化・充実に尽力された。

原田 健一
は ら だ けんいち

作手清岳
多年にわたり、消防団団員を務め、新城市消防団作手南分団分団長を歴任し、

消防団活動の強化・充実に尽力された。

田中 健司
た な か け ん じ

上吉田
多年にわたり、消防団団員を務め、新城市消防団山吉田分団分団長を歴任し、

消防団活動の強化・充実に尽力された。

稲垣 秀行
いながき ひでゆき

長 篠
多年にわたり、消防団団員を務め、新城市消防団鳳来中部分団分団長を歴任

し、消防団活動の強化・充実に尽力された。

鈴木 太
す ず き ふとし

大 野
多年にわたり、消防団団員を務め、新城市消防団東陽分団分団長を歴任し、

消防団活動の強化・充実に尽力された。

洞口 剛一
ほらぐち こういち

作手中河内
多年にわたり、消防団団員を務め、新城市消防団作手北分団分団長を歴任し、

消防団活動の強化・充実に尽力された。

池田 和成
いけだ かずなり

副 川
多年にわたり、消防団団員を務め、新城市消防団鳳来寺分団分団長を歴任し、

消防団活動の強化・充実に尽力された。

村松 大輔
むらまつ だいすけ

豊川市
多年にわたり、消防団団員を務め、新城市消防団東郷分団分団長を歴任し、

消防団活動の強化・充実に尽力された。

竹下 泰正
たけした やすまさ

豊 栄
多年にわたり、消防団団員を務め、新城市消防団千郷分団分団長を歴任し、

消防団活動の強化・充実に尽力された。

山﨑 貴道
やまざき たかみち

庭 野
多年にわたり、消防団団員を務め、新城市消防団八名分団分団長を歴任し、

消防団活動の強化・充実に尽力された。

ポコ・ア・ポコ
ぽ こ ・ あ ・ ぽ こ

－
長年にわたり、高齢者施設や障害者施設などで音楽ボランティアを行い、高

齢者及び障害者の支援活動に尽力されている。

に じ の 会
かい

－
長年にわたり、赤ちゃん訪問や託児等のボランティア活動を行い、母子保健

事業に貢献されている。

新城市健康づくり
し ん し ろ し けんこう

食生活改善協議会
しょくせいかつかいぜんきょうぎかい －

長年にわたり、健康教室の食生活改善指導や各会議等の委員、地域での自主

活動として食事の提供や食育活動に貢献されている。



報 道 機 関 発 表 資 料

（新城市）

内容

地域にお住まいの皆さんと市長が、地域の未来について語り合うことを目的とした「地

域意見交換会」を地域自治区を単位とした市内 10 会場で開催します。

日時、開催会場については、別紙のとおりです。

【問い合わせ先】

秘書人事課秘書係 0536-23-7618
担当 牧野

提出日 令和元年 ８月 ２６日

担当課・室 企画部 秘書人事課

担当職・氏名 課長 鈴木隆司

連絡先（電話） （0536）23－7618
連絡先（FAX） （0536）23－2002
連絡先（Ｅﾒｰﾙ） hisho@city.shinshiro.lg.jp

件名 令和元年度 地域意見交換会の開催について



令和元年度　地域意見交換会　開催日程・会場

日程 曜日 時間 地域自治名 施設名 部屋名

10月2日 (水) 19:30～21:00 新城地域自治区 市役所 4階会議室

10月11日 (金) 19:30～21:00 八名地域自治区 富岡ふるさと会館 集会室

10月16日 (水) 19:30～21:00 鳳来北西部地域自治区 玖老勢コミュニティプラザ 多目的ホール

10月21日 (月) 19:30～21:00 鳳来中部地域自治区 開発センター 3階大会議室

10月24日 (木) 19:30～21:00 東郷地域自治区 消防防災センター 講堂

10月25日 (金) 19:30～21:00 作手地域自治区 つくで交流館 ホール

10月31日 (木) 19:30～21:00 千郷地域自治区 西部公民館（ちさと館） 多目的室

11月1日 (金) 19:30～21:00 鳳来東部地域自治区 鳳来中央集会所 アリーナ

11月5日 (火) 19:30～21:00 鳳来南部地域自治区 黄柳川小 体育館

11月6日 (水) 19:30～21:00 舟着地域自治区 塩沢構造改善センター 大会議室



新　城　市　長　日　程　予　定　表 新城市

作成現在日：

日 曜日 行　　　　　　　　　　　　　　　事

1 日 13 ： 00 須長区民ゲートボール大会 新城 須長公民館

2 月 10 ： 00 市議会定例会本会議　第1日 新城 東庁舎 議場

3 火

4 水 9 ： 00 部長会議 新城 本庁舎 政策会議室

5 木 12 ： 00 五日会 新城 本庁舎 政策会議室

14 ： 30 第2回　代表区長会議 作手 つくで交流館

6 金 11 ： 40 養護老人ホーム寿楽荘　敬老会 新城 養護老人ホーム寿楽荘 集会室

18 ： 30 高校生海外派遣　報告会 新城 新城商工会館 3階　大会議室

19 ： 30 第13回自治体国際交流表彰　受賞報告 新城 新城商工会館 3階　大会議室

7 土 10 ： 00 こども園等保護者会代表者連絡会 新城 城北こども園 遊戯室

8 日

9 月 10 ： 00 市議会定例会本会議　第2日 新城 東庁舎 議場

10 火 10 ： 00 市議会定例会本会議　第3日 新城 東庁舎 議場

11 水 10 ： 00 市議会定例会本会議　第4日 新城 東庁舎 議場

12 木 13 ： 30 国有林野等所在市町村長有志協議会 新城 愛知森林管理事務所 会議室

13 金 13 ： 30 予算決算委員会 新城 東庁舎 議場

17 ： 45 横浜ゴム労働組会新城支部　第55回定期大会 新城 横浜ゴム新城工場内 食堂

14 土 14 ： 00 新城市医師会地域医療講演会 新城 新城文化会館 小ホール

15 日

16 月 【敬老の日】

17 火 9 ： 00 予算決算委員会 新城 東庁舎 議場

18 水 9 ： 00 予算決算委員会 新城 東庁舎 議場

19 木 9 ： 00 敬老週間における高齢者訪問 新城 市内

20 金 10 ： 00 市議会定例会本会議　第5日 新城 東庁舎 議場

21 土

22 日

23 月 【秋分の日】

24 火

25 水 9 ： 00 市政経営会議 新城 本庁舎 政策会議室

12 ： 00 三役会 新城 本庁舎 市長室

14 ： 00 災害時におけるユニットハウスの供給及び設置に関する協定調印式 新城 本庁舎 政策会議室

26 木 9 ： 00 議員への定例報告会 新城 東庁舎 委員会室

10 ： 30 定例記者懇談会 新城 本庁舎 政策会議室

27 金

28 土 10 ： 00 新城市功労者表彰式 新城 本庁舎 4階会議室

15 ： 00 黄柳野高等学校　奥三河フェスティバル 鳳来 黄柳野高等学校 学園祭ステージ

29 日

30 月 10 ： 00 新城市交通安全標語表彰及びのぼり旗贈呈式 新城 本庁舎 4階会議室

令和元年 9月

令和元年8月15日

時　　間 場　　　　　所


	00-00_8月記者懇談会
	02-01_記者発表様式（一般ワード）財政
	02-02_新城市H30決算カード
	03-01記者発表様式（8.26記者懇）
	03-02_表彰式典　受賞者
	03-03_表彰式典プログラム
	04-01_記者発表（地域意見交換会）
	04-02_R1日程・会場
	05_市長・月間予定表

